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ナノ材料の電子デバイス化

ナノ材料や有機材料、または、それらの複合材料を利用し、かつ、低環境負荷で安価な
プロセスを駆使することにより、これらの矛盾する要求を電子工学の立場から解決し、
これらの技術を通して持続可能社会の確立に貢献することを目指しています。

工学部 電気電子工学科 教授　木村康男
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01 ワンチップ“におい”センサの開発

ナノバブル発生用ナノ孔フィルタの開発

病気固有の臭いがあることが知られている。日常的に身

に着けているスマートフォンなどにより、その臭いをモ

ニタリングすることができれば、病気の早期発見やより

正確な診断ができるようなると考えられる。臭いは様々

なガスで構成されている。したがって、携帯型の電子デ

バイス内に臭いセンサを組み込むためには、複数の特

性を有するガスセンサをワンチップ内に集積化すること

が必要である。本研究では、垂直に配列したナノチュー

ブアレイ構造を有する酸化チタンナノチューブ膜を独自

技術である局所陽極酸化を用いて数ミクロンサイズの

領域に形成し高性能な集積化ガスセンサの構築を目指

しいている。

超音波洗浄などで利用されるマイクロサイズよりもさら

に小さなナノサイズのナノバブル（ウルトラファインバブ

ル）は、高い洗浄効果や滅菌効果などが期待されてい

る。アルミニウムの陽極酸化によって得られるポーラス

アルミナは孔径が均一であり、それをフィルタとすること

により、サイズが均一なナノバブルの発生が可能となり、

より効果の高いサイズの泡を選択的に発生できる。
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